
＊：2009年9月に改訂しました。 

（注）「血の道症」とは、月経、妊娠、出産、産後、更年期など女性のホルモンの変動に伴っ 
　　　て現れる精神不安やいらだちなどの精神神経症状および身体症状を指します。 

＊ 

比較的体力があり、ときに下腹部痛、

肩こり、頭重、めまい、のぼせて足冷

えなどを訴えるものの次の諸症：にき

び、しみ、手足のあれ（手足の湿疹・

皮膚炎）、月経不順、血の道症 
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